
健康管理と 疾病予防 問 健康福祉課　 ☎☎6 7 -8 6 0 66 7 -8 6 0 6

がん検診

健康・ 福祉

検診内容 検診方法 受診対象

❶結核・ 肺がん
a 胸部レ ント ゲン間接撮影 4 0 歳以上

b 肺がんCT検査 4 0 歳以上

❷胃がん

集団 胃部エッ ク ス線撮影（ バリ ウム検査）

2 0 歳以上
医療機関（ 施設）

胃部エッ ク ス線撮影（ バリ ウム検査）

内視鏡検査（ 胃カ メ ラ 検査）

❸乳がん

集団
1 方向撮影

マンモグラ フ ィ
4 0 歳代以外女性

2 方向撮影 4 0 歳代女性

医療機関（ 施設）
1 方向撮影 視触診

マンモグラ フ ィ

4 0 歳代以外女性

2 方向撮影 4 0 歳代女性

❹子宮がん

集団 頸部

視診、細胞診 2 0 歳以上女性
医療機関（ 施設）

頸部

頸部、体部

❺前立腺がん 血液検査（ 腫瘍マーカ ー） 5 0 歳以上男性

❻大腸がん 便潜血反応検査（ 自宅で2 日間便をと り 提出し ます。） 2 0 歳以上

その他健康診査

※1 　 過去に肝炎ウイ ルス検査を 受けたこ と がない人のみと なり ます。

※2 　 加入し ている 医療保険者から 案内があり ます。料金、開始時期等は、直接、職場・ 医療保険者へお問い合わせく

ださ い。

※3 　 7 5 歳未満で後期高齢者医療制度の被保険者も 対象と なり ます。

☆問い合わせ先は市民課（ ☎5 3 -5 8 1 6 ）です。

検診内容 検診方法 受診対象

❼骨粗し ょ う 症 骨密度測定（ 前腕骨レ ント ゲン撮影） 2 0 歳以上

❽歯周病 歯科検診、結果説明、歯科保健指導 2 0 、3 0 、4 0 、5 0 、6 0 、7 0 歳

❾肝炎ウイ ルス B型・ C型肝炎ウイ ルス検査 4 0 歳以上※1

すこ やか健診� 内科診察、血圧測定、身体計測、尿検査、血液検査等 2 0 ～3 9 歳

特定健康診査 内科診察、血圧測定、身体計測、尿検査、血液検査等
小矢部市国民健康保険の被保険者4 0 ～7 4 歳☆

その他保険加入者※2

後期高齢者の健康診査 内科診察、血圧測定、身体計測、尿検査、血液検査等 後期高齢者医療制度の被保険者7 5 歳以上※3 ☆

5 35 3

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉



健康相談

健康教室受診方法

申込はこ ち ら から

集団検診

❷胃がん ❸乳がん ❹子宮がん ❼骨粗し ょ う 症

⑴希望検診日の1 4 日前まで健康福祉課へ申込み→⑵検

診日約5 日前に「 がん検診案内はがき（ 問診票付き ）」が

届く →⑶受診→⑷受診結果の確認（ 約1 か月後郵送にて

通知）

検診料金助成について

申込み不要の検診

自宅で行う 検査

医療機関で受ける検診

集団検診

すこ やか健診

⑴健診日の1 4 日前まで健康福祉課へ申込み→⑵健診日

約5 日前に健診案内通知が届く →⑶受診→⑷受診結果

の確認（ 約1 か月後郵送にて通知）

❶b 肺がんCT ❷胃がん ❸乳がん ❹子宮がん

❺前立腺がん ❽歯周病 ❾肝炎ウイ ルス

⑴健康福祉課へ申込み→⑵「 受診券」を 受け取る（ 郵送、

窓口）→⑶直接医療機関へ予約→⑷「 受診券」と「 マイ ナ

ン バーカ ード 又は医療保険資格確認書」を 持参し 、受診

→⑸受診結果の確認（ 医療機関よ り 通知）

❻大腸がん

⑴検査セ ッ ト の受け取り（ 健康福祉課、がん検診会場

等）→⑵自宅で検査し 、すぐ に提出→⑶検査結果の確認

（ 約2 ～4 週間後郵送にて通知）

※小矢部市国民健康保険の被保険者は、特定健康診査

受診時に、医療機関にて 大腸がん検査キッ ト を 受け

取る こ と ができ ます。

❶a 胸部レ ン ト ゲン 撮影

⑴直接検診会場へお越し く ださ い。

　 以下に該当する人は、検診料が無料になり ます。

（ 胃がん・ 子宮がん・ 乳がん・ 大腸がんの検診のみ）

◦ 小矢部市国民健康保険の被保険者

◦ 7 5 歳以上と なる 人

◦ 障害者手帳（ 身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福

祉手帳）を 有する 人

◦ 7 5 歳未満で後期高齢者医療の被保険者

◦ 被生活保護世帯に属する 人

健康手帳の交付

　 健康手帳は健康診査の結果を 記録し 、健康管理に役立

てていただく ために希望さ れる人に交付し ています。

　 生活習慣の改善やその他健康に関する こ と につい

て、正し い知識の普及と と も に、健康の保持増進を 図る

ための健康教室を 総合保健福祉セン タ ーや市内スポー

ツ ク ラ ブ等で実施し ています。

　 血圧、体組成測定、生活習慣の改善に関する 相談、ひ

き こ も り 、心の健康などに関する相談を 行っ ています。

▶ 日時　 毎週火曜日　 午前9 時3 0 分～午前1 1 時

▶ 場所　 総合保健福祉セン タ ー

◦ 毎月第2 週火曜日は、「 ベジチェ ッ ク（ 野菜摂取量の推

定値測定）」を 行っ ています。

◦ 上記以外に各地区公民館のがん検診時に併せて健康

相談を 行っ ています。

がん患者補正具購入費用助成事業

　 がん患者の人に、ウィ ッ グと 乳房補正具の購入費用を 助成

し ます。詳し く は、健康福祉課までお問い合わせく ださ い。

▶ 助成上限額　 ◦ ウィ ッ グ　 4 万円

◦ 乳房補正具　 左右各2 万5 千円

訪問指導

　 心身機能の低下防止と 健康の保持増進を 図る ため、

次のよ う な人を 対象に保健師・ 看護師が家庭訪問し 、本

人及び家族に対し て療養方法や介護方法等の必要な保

健指導を 行っ ています。

◦ 健康診査等で健康管理上訪問が必要と 認めら れた人

◦ 運動・ 栄養・ 口腔機能の低下、閉じ こ も り・ 認知症・ う

つ等の恐れのある 人

◦ 寝たきり の状態、あるいはこ れに準ずる状態にある人は、必

要に応じ て、理学療法士等と の同行訪問を行っ ています。

高齢者の予防接種費用の助成

　 イ ン フ ルエン ザや肺炎、新型コ ロ ナ、帯状疱疹と いっ た高

齢者がかかる と 重症化し やすい病気の予防を 目的に、予防接

種費用の助成を行っ ています。イ ンフ ルエンザ、新型コ ロナの

対象者は、概ね6 5 歳以上の人です。肺炎球菌ワク チン の対象

者は、6 5 歳の人で一人1 回接種でき ます。帯状疱疹ワク チンの

対象者は、6 5 、7 0 、7 5 、8 0 、8 5 、9 0 、9 5 、1 0 0 歳の人です。

▶ 予防接種名　 ◦ イ ン フ ルエンザワク チン

◦ 肺炎球菌ワク チン

◦ 新型コ ロ ナワク チン

◦ 帯状疱疹ワク チン

▶ 接種場所　 市内協力医療機関

　 詳し く はお問い合わせく ださ い。

骨髄バンク ド ナー助成事業

　 骨髄提供し やすい環境を整えるため、ド ナーに対し 、骨髄等を

提供するために通院又は入院し た日数に応じ 、助成を行います。

▶ 助成額　 ド ナー1 人あたり 1 日につき 2 万円、7 日間を

上限。
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身体障害者手帳・ 療育手帳・ 精神障害者保健福祉手帳

心の健康相談・ ひき こ も り 相談

指定難病の医療費助成

エイ ズ検査・ 相談 障害のある人の福祉
問 社会福祉課　 ☎☎6 7 -8 6 0 16 7 -8 6 0 1

精神障害者保健福祉手帳

療育手帳

身体障害者手帳

　 エイ ズに関する 相談や検査（ HIV 抗体検査）を 受け付

けて いま す。検査は匿名・ 無料で し ま すが、感染の心配

があっ た機会から 3 か月以降に受けてく ださ い。

▶ 日時　 毎週火曜日　 午前9 時～午前1 0 時3 0 分

▶ 場所　 砺波厚生セン タ ー　 ☎0 7 6 3 -2 2 -3 5 1 2（ 前開

庁日1 7 時まで電話予約）

▶ 料金　 無料（ 健康診断目的の場合は有料）

▶ その他　 ク ラ ミ ジア、梅毒、B型肝炎、C型肝炎検査も

同日に行っ ています。

※検査時期についてはご相談く ださ い。

　 指定難病と 診断さ れて 症状の程度が一定以上の人

は、医療費助成の対象と なり ます。

　 難病の医療や療養生活等に関する ご相談も お受けし

ています。

▶ 問合せ先・ 申請窓口　 砺波厚生センタ ー小矢部支所

☎6 7 -1 0 7 0

　 心の病気やひき こ も り についてお悩みの人はお気軽

にご相談く ださ い。

▶ 日時　 要予約（ 事前にお電話でお申込みく ださ い）

▶ 場所　 砺波厚生セン タ ー小矢部支所　 ☎6 7 -1 0 7 0

　 身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手

帳は、補装具や医療費の助成、施設の入所、税金の減免、

交通機関運賃の割引な ど 、いろ いろ な 助成を 受ける と

き に利用する 証明書です。

　 手足、目や耳、言語、心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小

腸、肝臓な ど に永続的な 障害があり 、障害の程度が「 身

体障害者障害程度等級表」の基準に該当する 人に交付

さ れる 手帳です。

▶ 申請に必要なも の

　 　 申請書（ 窓口にあり ま す。）、顔写真（ 縦4 cm ×横

3 cm ）1 枚、診断書・ 意見書（ 窓口にあり ます。）、マイ ナ

ンバーカ ード など

　 知的障害のある 人に交付さ れる 手帳です。1 8 歳未満

は県児童相談所、1 8 歳以上は県障害者相談セン タ ーで

障害の判定を 行います。

▶ 申請に必要なも の

　 　 申請書（ 窓口にあり ま す。）、顔写真（ 縦4 cm ×横

3 cm ）1 枚、マイ ナン バーカ ード など

　 精神疾患（ 知的障害を 除く ）の人に交付さ れる 手帳で

す。

▶ 申請に必要なも の

　 　 申請書（ 窓口にあり ま す。）、診断書（ 窓口にあり ま

す。）又は障害年金証書・ 年金振込通知書、顔写真（ 縦

4 cm ×横3 cm ）1 枚、マイ ナンバーカ ード など
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税金の控除・ 減免

公共料金の割引

医療費の助成

障害児通所支援事業自立支援給付と 地域生活支援事業

問 こ ども 家庭課　 ☎6 7 -8 6 0 3

自立支援給付

　 障害者総合支援法に よ り 、ど の障害の人も 共通の

サービ スを 総合的に利用でき ます。

◉ 障害福祉サービス

◦ 介護給付（ 居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援

護、重度障害者等包括支援、短期入所、療養介護、生活

介護、施設入所支援）

◦ 訓練等給付（ 自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、

就労定着支援、自立生活援助、グループ ホーム、就労

選択支援）

◦ 相談支援（ 計画相談支援、地域相談支援、障害児相談

支援）

◉ 自立支援医療（ 精神通院医療、更生医療、育成医療）

◉ 補装具の支給

　 身体障害者の人の機能を 補う ための補装具の購入、

借受け、修理に必要な費用の一部を 支給し ます。

◦ 視覚障害者（ 視覚障害者安全つえ、義眼、眼鏡）

◦ 聴覚障害者（ 補聴器）

◦ 重度の両上下肢及び音声言語機能障害者（ 重度障害

者用意思伝達装置）

◦ 肢体不自由者（ 義手、義足、装具、歩行補助づえ 、歩行

器、座位保持装置、車いす、電動車いす、座位保持いす

など）

◉ 障害者通所費補助金

　 就労移行支援、就労継続支援又は、自立訓練の事業を

実施する施設への通所に要する費用を 一部助成し ます。

地域生活支援事業

◉ 相談支援

　 障害のある人や家族の人などの相談に無料で応じ ます。

◉ コ ミ ュ ニケーショ ン 支援

　 手話通訳や要約筆記者を 無料で派遣し ます。

◉ 日常生活用具の給付

　 重度の障害のある 人の日常生活がよ り 円滑に行われ

る ための用具を 給付し ます。

　 特殊寝台・ 電気式たん吸引器・ 頭部保護帽・ ス ト マ装

具など

※世帯の所得によ り 自己負担があり ます。また、品目に

よ り 支給要件があり ます。

◉ 移動支援

　 屋外での移動が困難な障害者の人に社会参加等外出

の支援を 行います。

※世帯の所得によ り 自己負担があり ます。また、支給対

象者の要件があり ます。

◉ 地域活動支援セン タ ー事業

　 創作的活動等ができ る通所の場を 提供し ます。

　 上記以外にも 、日中一時支援事業、自発的活動支援事

業等を 行っ ています。

　 児童福祉法に基づく 障害児通所支援と し て 以下の

サービ スが利用でき ます。

◉ 児童発達支援

　 未就学の障害児に日常生活における 基本的な動作の

指導等を 行います。

◉ 居宅訪問型児童発達支援

　 重度の障害があり 、児童発達支援等の障害児通所支

援を 受ける ために外出する こ と が著し く 困難な児童に

対し て、自宅を 訪問し 、日常生活における 基本的な動作

の指導、知識技能の付与等の支援を 行います。

◉ 放課後等デイ サービ ス

　 就学中の障害児に生活能力向上のための必要な訓練

等を 授業終了後又は休業日に行います。

◉ 保育所等訪問支援

　 保育所等を 訪問し 、集団生活適応のための専門的な

支援を 行います。

　 重度心身障害者の人に医療費の一部負担金の助成を

行っ ています。※所得制限があり ます。

　 障害の程度によ っ て、交通料金（ JR・ 私鉄・ バス・ 航空

機・ タ ク シー・ 高速道路）の割引やN HK受信料など の割

引があり ます。

　 所得税・ 住民税・ 相続税には、それぞれ障害の程度に

応じ て障害者控除があり ま す。ま た、住民税・ 贈与税に

は、所得額等に応じ て非課税になる こ と も あり ます。
▶ 問合せ先

◦ 所得税、相続税、贈与税については

砺波税務署　 　 　 　 　 　 　 ☎0 7 6 3 -3 3 -1 0 7 3

◦ 自動車税については

富山県自動車税セン タ ー　 ☎0 7 6 -4 2 4 -9 2 1 1

◦ 住民税、軽自動車税については

小矢部市役所税務課　 　 　 ☎5 3 -5 8 2 6

声の広報（ 朗読ボラ ンティ アサーク ルにて実施）

　 視覚障害者の人のために、朗読ボラ ン テ ィ ア が毎月

の広報おやべ等を CD に録音し て 貸し 出し を 行っ てい

ます。
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障害児福祉手当・ 特別障害者手当

小矢部市障害児童福祉年金

特別児童扶養手当

問 こ ども 家庭課　 ☎6 7 -8 6 0 3

問 こ ども 家庭課　 ☎6 7 -8 6 0 3

身体障害者自動車改造費助成

　 次のすべてに該当する人が対象です。

◦ 肢体不自由の1 級又は2 級の身体障害者

◦ 就労等に伴い、自ら が所有し 、運転する 自動車の操向

装置及び駆動装置の一部を 改造する必要がある 人

※所得制限があり ます。

　 在宅の重度心身障害者（ 児）で 、日常生活において 常

時介護を 必要と する 人に支給し ます。

※所得制限等があり ます。

　 身体又は精神に中程度以上の障害がある 2 0 歳未満の

児童を 家庭で 養育し ている 人に、児童の福祉増進を 図

る ため、手当を 支給し ます。※所得制限があり ます。

　 対象者は次のすべてに該当する 児童の養育者です。

◦ 施設に入所し ていない児童

◦ 障害を 支給事由と する 公的年金を 受ける こ と ができ

ない児童

◦ 2 0 歳未満で区分表に該当する重度又は中度の障害児童

　 条例に定める 障害の程度に該当する 3 歳以上2 0 歳未

満の子ども の保護者に支給し ます。

心身障害者扶養共済制度

　 障害のある 人を 扶養し ている 保護者が毎月一定の掛

け金を 納め、保護者に万一のこ と があっ た場合、残さ れ

た心身障害者に終身年金を 支給する 共済制度です。

※加入でき る 保護者等の要件があり ます。

心臓病児治療費補助金

問 こ ども 家庭課　 ☎6 7 -8 6 0 3
　 市内に1 年以上住所を 有する 1 8 歳未満の手術を 要す

る 心臓病児（ 育成医療の給付を 受けた方）の保護者に支

給し ます。

おむつ券の支給

　 6 5 歳未満の在宅の重度障害者で、常時おむつが必要

な人におむつ券を 支給し ます。

介護保険料

介護保険の加入対象者（ 保険料を 納めていただく 人）

寝具洗濯消毒乾燥事業

福祉タ ク シー券

高齢者の福祉
問 健康福祉課 ☎☎6 7 -8 6 0 56 7 -8 6 0 5

第2 号被保険者（ 4 0 歳～6 4 歳の人）

第1 号被保険者（ 6 5 歳以上の人）

　 障害の級別が視覚障害又は肢体不自由（ 上肢不自由

を 除く ）の1 級又は2 級の身体障害者に福祉タ ク シー券

を 交付し 、タ ク シー料金の一部を 助成し ます。

　 6 5 歳未満の在宅の重度障害者で、寝たき り 状態の人

に寝具の洗濯等を 行います。（ 年1 回実施）

◦ 6 5 歳以上の人…第1 号被保険者

◦ 4 0 歳～6 4 歳の人…第2 号被保険者

　 保険料は、前年の所得に応じ て1 3 段階に分かれてい

ます。

　 年額1 8 万円以上の年金を 受けておら れる 人は、年金

から の天引き（ 特別徴収）と な り ま す。それ以上の人は

口座振替・ 窓口等での個別納付（ 普通徴収）と なり ます。

　 ただし 、6 5 歳到達によ る 第1 号被保険者の人は、およ

そ1 年間窓口等での個別納付（ 普通徴収）と なり ます。

　 保険料は、加入さ れて いる 医療保険によ っ て 異な り

ます。

　 各医療保険の保険料率に応じ て 算定さ れ、医療保険

料と 合わせて納めます。

住宅・ 自動車の改造

在宅重度障害者住宅改善費補助

　 在宅で、次のいずれかに該当する 人が対象です。

◦ 視覚障害又は肢体不自由の身体障害者の人（ 1 級、2級）

◦ 車いすの交付を 受けている 内部障害の身体障害者の人

◦ 療育手帳のAを お持ちの人

※所得制限があり ます。
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利用でき る介護サービスの種類

介護サービスを 利用するには

介護サービスを 受けるこ と ができ る人

 要支援1・ 2 と 認定さ れた人へのサービス② 

（ 介護予防・ 生活支援サービス）

要介護1～5 と 認定さ れた人へのサービス（ 介護給付）

第2 号被保険者（ 4 0 歳～6 4 歳の人）

第1 号被保険者（ 6 5 歳以上の人）

◦ 寝たき り や認知症な ど で 介護を 必要と する 状態（ 要

介護状態）の人

◦ 介護は必要で な いが、介護予防や日常生活に支援が

必要な状態（ 要支援状態）の人

◦ 初老期認知症、脳血管疾患など 加齢が関係する 1 6 種

類の病気によ り 要介護状態や要支援状態と なっ た人

　 介護保険のサービ スを 利用する ためには、申請し て

要介護・ 要支援状態かど う かの認定（ 要介護認定）を 受

けるこ と が必要です。

▶ 申請に必要なも の

　 　 申請書（ 窓口にあり ます。）、主治医の意見書、介護保

険被保険者証（ 6 5 歳以上の方）、医療保険被保険者証

または資格確認書等

　 介護ある いは支援が必要と 認定さ れたら 、介護支援

専門員（ ケアマネジャ ー）と 利用者で、サービ ス計画（ ケ

アプラ ン ）を 作成し ます。（ 無料）

また、認定結果によ り 利用でき る サービ スが違います。

要支援1・ 2 と 認定さ れた人へのサービ ス①（ 予防給付）

◉ 在宅サービ ス

　 介護予防通所リ ハビ リ テーショ ン ／介護予防訪問入

浴介護

　 介護予防訪問看護／介護予防訪問リ ハビ リ テ ーショ

ン ／介護予防居宅療養管理指導

　 介護予防特定施設入居者生活介護／介護予防福祉用

具貸与／特定介護予防福祉用具販売

　 介護予防住宅改修費支給／介護予防短期入所生活介

護／介護予防短期入所療養介護

◉ 地域密着型サービ ス

　 介護予防小規模多機能型居宅介護／介護予防認知症

対応型通所介護

　 介護予防認知症対応型共同生活介護（ 要支援1 の人は

利用でき ません。）

　 訪問型サービ ス／通所型サービ ス

※サービ スに関する 相談・ 計画作成・ 利用調整等は地域

包括支援セン タ ー（ 健康福祉課内）が行います。

◉ 在宅サービ ス

　 通所介護（ デイ サービ ス）／通所リ ハビ リ テ ーショ ン

（ デイ ケア）／訪問介護（ ホームヘルプ ）／訪問入浴介護

／訪問看護／訪問リ ハビ リ テーショ ン ／居宅療養管理

指導／特定施設入居者生活介護／福祉用具貸与／特定

福祉用具販売／住宅改修費支給／短期入所生活介護／

短期入所療養介護

◉ 施設サービ ス

　 介護老人福祉施設（ 特別養護老人ホーム）／介護老人

保健施設／介護療養型医療施設
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◉ 地域密着型サービ ス

　 小規模多機能型居宅介護／夜間対応型訪問介護／認

知症対応型通所介護／認知症対応型共同生活介護／地

域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護／地域密着

型特定施設入居者生活介護

※サービ スに関する 相談・ 計画作成・ 利用調整等は居宅

介護支援事業所が行います。

利用料

　 介護サービ ス に利用料は、要介護度や利用時間等に

よ り 異なっ ています。サービ スを 利用し たと き は、原則

と し て費用の一部（ 1 ～3 割）を 負担し ます。また、施設を

利用し たと き の食費や居住（ 滞在）費（ 光熱水費等）は自

己負担と なり ま す。介護サービ ス の利用で き る 量（ 額）

には上限があり ま す。サービ スの利用その他介護保険

に関する こ と は、砺波地方介護保険組合（ ☎0 7 6 3 -3 4 -

8 3 3 3 ）又は健康福祉課へお尋ねく ださ い。

要介護にな る おそれのある 人への事業
（ 介護予防・ 生活支援サービス事業）

▶ 対象　 6 5 歳以上の人で基本チェ ッ ク リ スト の該当者

で、生活機能の低下がみら れる 人

▶ 内容　 運動器の機能向上・ 認知症予防等の教室への

参加案内を し ます。

通所が困難な人には、訪問事業を 実施し ます。

地域包括支援セン タ ーが個別に介護予防ケア

マネジメ ン ト のう え、参加し ていただけます。

すべての高齢者の方への事業

▶ 対象　 6 5 歳以上のすべての人

▶ 内容　 地域で開催さ れる ふれあいいき いき サロ ン や

介護予防の基本的な 知識を 啓発し たり 、閉じ

こ も り 予防や認知症予防教室など に参加し て

いただけます。

在宅の高齢者を支援するサービス
問 健康福祉課　 ☎☎6 7 -8 6 0 56 7 -8 6 0 5

見守り 配食事業

　 配食事業者が配食サービ スを 提供する 際に見守り を

行い、異常を 発見し たと き は、緊急連絡先に連絡を 行い

ます。

▶ 対象　 6 5 歳以上のひと り 暮ら し 高齢者または6 5 歳以

上の高齢者のみの世帯で配食を 通じ た見守り

が必要な人（ 心身の状態等に不安がある人等）

※市が指定する 配食事業者から 配食サービ ス

を 受けているこ と が要件です。

▶ 利用料　 見守り は無料で すが、食事代の実費は自己

負担になり ます。

高齢者等見守り 支援事業

　 装置を 利用し て 日常生活における 相談に対し 、助言

し たり 、緊急時の通報に対し 、協力員への確認依頼等必

要な措置を 行います。（ 電話回線を 利用し ます）

▶ 対象　 6 5 歳以上のひと り 暮ら し 高齢者及び高齢者の

みの世帯並びこ れに準ずる 世帯で 、日常生活

の見守り が必要な人

▶ 利用料　 月額4 0 0 円

高齢者等除雪支援事業

　 ひと り 暮ら し 高齢者等を 対象と し 、屋根及び住宅周

辺の除排雪作業に要する経費の一部を 助成し ます。

▶ 対象　 6 5 歳以上のひと り 暮ら し 高齢者、6 5 歳以上の

高齢者のみの世帯、6 5 歳以上の高齢者と 小学

生以下の子供で 構成する 世帯、ひと り 暮ら し

の身体障害者などで、市民税非課税世帯の人

※詳し く は健康福祉課へお問い合わせく ださ い。

高齢者住宅改善費の助成（ 所得制限等あり ）

　 高齢者のための住宅改修を 行う 場合に、その費用の

一部を 助成し ます。

▶ 対象　 市内に引き 続き 1 年以上居住し ている 6 5 歳以

上の高齢者又は6 5 歳以上の高齢者と 同居する

人で、市民税非課税世帯の人

▶ 助成額　 対象と なる 工事費の2 ／3

▶ 限度額　 3 0 万円

高齢者おでかけ支援事業

　 6 5 歳以上の在宅の人に施設利用券（ 自己負担あり ）を

配布し 、閉じ こ も り を 防止し ます。

▶ 対象　 市内に居住する6 5 歳以上の在宅の人

（ その年度に6 5 歳に達する人を 含む）

▶ 利用施設　 おやべク ロ ス ラ ン ド ホテ ル花水木・ ひか

り ラ ン ド 小矢部

おでかけあんし んシール配付事業

　 行方不明にな る おそれがある 高齢者にQ Rコ ード 付

き のシールを 配付し ます。

　 対象者が行方不明になっ た際に衣類等に貼り 付けた

シールのQ Rコ ード を スマート フ ォ ン 等で読み取る と 、

家族にメ ールが届き 、早期の発見・ 保護につなげる こ と

ができ ます。

▶ 対象　 認知症等によ り 行方不明になる おそれのある

高齢者

▶ 配付枚数　 耐洗シール4 0 枚、蓄光シール1 0 枚

▶ 利用料　 無料　

※Q Rコ ード は株式会社デンソ ーウェ ーブの登録商標です。
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生活保護

介護人手当支給

在宅要介護高齢者福祉金支給（ 所得制限等あり ）

外出支援サービス

寝具洗濯消毒乾燥

おむつ引換券支給

おでかけあんし ん賠償責任保険事業

高齢者補聴器購入費用の助成

家族介護教室

生活福祉 問  社会福祉課　　 ☎☎6 7 -8 6 0 16 7 -8 6 0 1

　 高齢者を 対象に、補聴器の購入費用を 助成し ます。

　 助成には要件があり ま すので 、詳し く は健康福祉課

までお問い合わせく ださ い。

　 市が保険契約者と なり 、認知機能の低下等によ り 徘

徊の恐れのある 人等を 被保険者と する 賠償責任保険に

加入し 、日常生活の事故によ り 法律上の賠償責任を 負

う リ スク に備えるこ と ができ ます。

　 詳し く は、健康福祉課までお問い合わせく ださ い。

　 1 か月2 ,0 0 0 円のおむつ引換券を 支給し ます。

▶ 対象　 市内に引き 続き 、1 年以上居住し ている 要介護

1 以上かつ市民税非課税者で 常時おむつを 使

用し ている 在宅の高齢者

　 1 人当たり 年1 回、敷布団、掛布団、毛布各1 枚を 洗濯

消毒乾燥し ます。

▶ 対象　 要介護3 以上の在宅高齢者及び自分で 布団の

天日干し がで き ないひと り 暮ら し の要支援1

以上の後期高齢者

▶ 利用料　 無料

　 移送用車輌によ り 、在宅福祉サービ ス、医療機関等へ

の送迎を 行います。

▶ 対象　 要支援・ 要介護高齢者で移乗・ 歩行が不能、常

時車いす使用で一般の交通機関を 利用する こ

と が困難な人

▶ 利用料　 利用料の一部を 助成し ま す。自己負担は走

行距離によ っ て異なり ます。

　 在宅要介護高齢者の福祉増進を 図る ために福祉金を

支給し ます。

▶ 対象　 市内に引き 続き 1 年以上居住し ている 6 5 歳以

上の要介護4 又は5 の高齢者（ 所得要件あり 、特

別障害者手当受給者、施設入所者、病院に3 か

月を 超えて入院し ている 人を 除く ）

▶ 助成額　 1 人当たり 年額6 0 ,0 0 0 円（ 月額5 ,0 0 0 円）

　 要介護3 以上の高齢者を 介護を し ている 人に手当を

支給し ま す。（ なお、介護対象者は月の半分よ り 多く 在

宅し ているこ と ）

▶ 対象　 同一世帯で 在宅の要介護3 以上の高齢者を 介

護し ている 人で、市内に引き 続き 1 年以上居住

し て いる 人（ 特別障害者手当又は在宅要介護

高齢者福祉金を 受給し ている 要介護者の介護

人を 除く ）

▶ 助成額　 1 か月3 ,0 0 0 円

　 介護方法や介護者の健康づく り 等について の知識、

技術を 習得する 教室を 開催し ます。

▶ 対象　 要介護者を 介護し ている 家族等

▶ 利用料　 教材費等の実費

　 病気な ど の理由に よ り 、収入や蓄え がな く 生活に

困っ ている 人に最低限度の生活を 保障し ま す。生活保

護には生活・ 住宅・ 教育・ 介護・ 医療・ 出産・ 生業・ 葬祭の

扶助があり ます。

生活困窮者自立支援

　 生活の悩みや経済的な 困り ご と について 、社会福祉

士な ど の相談員が、生活の立て 直し や自立に向けた相

談支援を 行います。

▶ 相談窓口　 小矢部市社会福祉協議会

☎0 7 6 6 -6 7 -8 6 0 0

要支援・ 要介護と 認定さ れた人

のサービス（ 介護保険以外）
問 健康福祉課　 ☎☎6 7 -8 6 0 56 7 -8 6 0 5
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